
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２０２３年初の例会は、松の内を過ぎての開催で
す。寒中見舞い申し上げます。 

１２月は、余りきれいな冬晴れがありませんでし
たが、１月は、今年も比較的平穏な冬晴れが多いで
すね。日本海側の雪国の犠牲のもとに関東平野の晴
れがあると思うと申し訳ない感じがありますが、災
害になったときは適時に支援できればと思います。 

 

１月は、職業奉仕月間です。ロータリークラブは、
ライオンズクラブと比べると、自分の職業を通じた
社会奉仕を重視するというところが特徴であると
されています。そのような、ロータリアンの基礎と
もいうべき職業奉仕ですが、ロータリー屈指の難概
念であるとも言われています。 

ここで、一旦、昔話をいたします。キリスト教絡
みの話になります。このクラブにクリスチャンがい
らっしゃるかは分かりませんが、もしいらっしゃっ
た場合、私の半可通の範囲でお話ししていることを
あらかじめ御了承ください。 

宗教改革では、ルターとカルヴァンという 2人の
巨人がいたことは、周知のとおりです。このうちカ
ルヴァンが説いた教義が曲者で、予定説と言われて
います。具体的には、誰が救済され、誰が救済され
ないかは、あらかじめ神の絶対的な意思により決ま
っているものであり、人間が善行をしたかどうかは
関係ないというものです。現代のノンクリスチャン
の立場で考えると、ちょっと身もふたもないですし、
カルヴァンの教義は、敷衍すると、『鬼滅の刃』の鬼
舞辻無惨と部下の鬼たちの関係を連想するような
ところがありますが、そこはおいておきます。 

善行と関係ないと言ってみても、信者の皆さんは、
自分が救われる側の人物であるという確信を得る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ために、禁欲的に自己の職業に励み、結果として利
潤が蓄積し、資本主義が発展する原動力になっ
た・・・という見立てがあります。それが、かのマ
ックス＝ヴェーバーの、『プロテスタンティズムの
倫理と資本主義の精神』です。この長い本のタイト
ルをすらすら言えるというのは、スリランカの首都
名を暗唱するのと同じくらい格好の良いことで、現
代人の読んでおくべき古典の１つとも言われてい
ます。私は、司法試験に合格した後の、多少時間の
ある時期に一読した記憶があります。 

大事なことは、（私の解釈が間違っていなければ）
ヴェーバーの主張は、別に金もうけ至上主義の考え
から資本主義が発展したのではなく、金もうけの対
極の生き方から、期せずして資本主義発展の原動力
が生まれたという逆説です。 

カルヴァンに戻りますが、彼によると、職業とい
うのは、神の栄光を実現するために人間が奉仕する
場であるということです。ここで、職業と奉仕がつ
ながりました。 

ロータリークラブは、アメリカで誕生しました。
アメリカは、基本的にはプロテスタントの国です。
プロテスタントの世界では、職業奉仕というのは、
余り詰めて考えなくても自然と理解し実践できる
ものなのかもしれません。我々日本人の多くは、そ
のようなプロテスタント的な宗教的背景がありま
せん。それゆえに、職業奉仕という概念を理解する
のが難しいのではないか…というのが、私の独自の
仮説です。 

 

残念ながら、今月は職業奉仕的な卓話の時間があ
りませんが、外部卓話の多くは職業奉仕の例示であ
ると解釈することで、御容赦いただければと思いま
す。 

本日は、年頭に当たりということで、私の方で後
ほどもう少しお話しします。 

第２１63 回 2023 年 1月 11日（水）☁☀ 

  総会員数 計算対象数 出席会員数 今回出席率 メイクアップ 修正出席率 

27名 24名 19名 79.19％ 0名 12/14 72％ 
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◆ 会 長 挨 拶 ◆ 



 

 

１ 厳しかった昨年 

 ⑴ 会長の心身の故障 

 ⑵ 会員の相次ぐ退会 

 ⑶ 伊藤 AGも？ 

 

２ 今年の反転攻勢 

 ⑴ 現在の体調 

 ⑵ 伊藤 AGの復活 

 ⑶ 活動内容 

  ア クリスマス会の盛況 

イ IMの成功へ 

  ウ 社会奉仕委員会の復活（次年度につなげる） 
  エ 会員増強 

  オ 外部卓話 

 

３ 今後の課題―理事役員、事務局の役割分担整理 

 ⑴ 会長及び事務局への負担の二極集中 

   マニュアル化と、規程上の明文化 

（ナレッジ・マネジメント類似） 
 ⑵ 活動計画書 

  ア プログラム作成と副幹事 

  イ 各委員長の原稿をきちんと出すこと 

  ウ 予算案と会計 

   (ア) 予算案作成を会計(エレクト)に→ 

マニュアルの必要性 

   (イ) 繰越金はどの時点のものとするか 

  エ データの統合作業  

    簡略化の方策はあるか 

 ⑶ 当該年度活動中 

  ア 会長関連 

(ア) 理事役員会（実行委員会など）の議事
録の作成と配布 

      マナーではなく、細則上の義務 

（４条３節） 

副幹事欠席時にどうするか 

議事録の確認と、配布のタイミング 

  （イ） 会長幹事会の議事録等の配布 

      幹事から、事務局をして配布するら
しいが、明文がない 

  （ウ） 地区行事への参加の必要性の検討 

      PETS、地区研修協議会、地区大会
は仕方ないとして、各種セミナー、
説明会は… 

  （エ） 非定型的諸問題への対応 

      会長の裁量権、理事役員会の事後報
告の活用 

      機動的な臨時理事役員会の開催
（ZOOＭの活用） 

  イ 事務局関連 

 (ア) 週報のアップ HP作成とセットで 

   (イ) 出欠確認の一元化（ちょー助、調整
さんなどの活用） 

 

４ その他 

 ⑴ 年次総会及び指名委員会に関する手続の
マニュアル化 

 ⑵ 次年度引継ぎの回の進行の改 

  
 
 
●第 2780地区より● 
＊R財団奨学生帰国報告会のお知らせ  
 日時 2月 18日（土）13：30 ～ 受付 

14：00～15：30 奨学生帰国報告会 
15：40～17：00 懇親会 

    報告者:岡山夏生(2020-21年度奨学生)
（海老名欅 RC推薦）                         
パリ政治学院 留学 

      小林拓海(2021-22年度奨学生)           
（海老名 RC推薦） 

        King's College London留学                  
場 所 第一相澤ビル 6階/Zoom会議室 
参加費 会場 2000円 /Zoom 無料 
申込み 2月 3日までに清田まで 

 
＊2025-26年度ガバナーノミニーの決定につい
て伊勢原ロータリークラブの「松下 孝氏」
に決定しました 

 
＊1月のレートは 132円/㌦です 
 
 
 
 
 
＊ロータリーの友 
＊ガバナー月信電子版 
 

 

 

 
◆山田会員◆ 

  今年は早々に IM があり会員皆様の総力を結集し
ていただけますよう願っています。 

  伊藤ガバナー補佐が無事退院されたよし安心し
ました。 

  佐藤会員の誕生日を祝して。 
◆平野会員◆ 
新年あけましておめでとうございます。 
穏やかな新年を迎えましたが感染病の心配は収
まることなく広がる一方の様です。皆様の益々の
ご健康を祈念致します。 

◆成田会員◆ 
皆さん明けましておめでとうございます。 
今年は2月に IMです。皆さんと共にご協力の程、
よろしくお願いします。 
佐藤さんお誕生日おめでとうございます。 

◆関口会員◆ 
 昨年のクリスマス会はありがとうございました。 
 クラブの皆様、本年もよろしくお願いいたします。 
◆小泉会員◆ 
 新年あけましておめでとうございます。今年もよ
ろしくお願いします。 
佐藤会員、お誕生日おめでとうございます。 

◆石塚会員◆  
 新年あけましておめでとうございます。今年もよ
ろしくお願いします。 
佐藤会員、お誕生日おめでとうございます。 

 
 

◆ ス マ イ ル ◆ 

◆ 幹 事 報 告 ◆ 

◆ 受 理 ◆ 

◆ 会長新年あいさつ ◆ 



 ◆小玉会員・久保田会員・荒井会員・栁川(克)会員・
小網会員・近藤(直)会員・石井会員◆ 

新年あけましておめでとうございます。昨年は目

まぐるしい前期でしたので後半は穏やかに過ぎ

ると良いですね。本年も宜しくお願い致します。 

佐藤会員、お誕生日おめでとうございます。 

◆ 次 回 例 会 ◆ 

 1 月 18 日（水）  

 

各委員長前期報告 

  


